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1７ 経営指標 

（１）樹齢６年生以降（若木段階）から、10a当たり 10万円以上の粗収入を期待で

きる(表－20、－21 参照)。 

（２）10a 当たり 36～40 本の計画密植栽培では、樹齢 11 年生以降、間伐等が必要

不可欠となる。このため、一次的には、収量及び粗収入も低下するが（図－

167、表－21 参照）、その後、収量、粗収入ともに徐々に増加する。 

（３）成木（樹齢 11年生以降）、10a当たり粗収入を 15万円以上見込まれる。 

（４）10a 当たりの岡山甘栗の粗収入は、水稲、黒大豆と比較し（岡山県農林水産

部 2016）、若木段階では、これらを上回り、成木段階でも同程度である（参

考資料 表－22 参照）。 

 

出典：西山（2019b） 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

間伐 無 

間伐 有 


